
主　日　礼　拝主　日　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（9月 25 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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岩崎　雅弘

　先週のメッセージの中で「ごめんなさい」が言
えるかどうかということを聞かれました。自分の
ことを考えてみたとき、やっぱり近い人ほどいろ
んな思いがあって言えないなと思わされました。
それは、謝れないだけでなく、近い人の話や、ア
ドバイスも聞けないなあと感じました。どうでも
よいところでは、出来るけど、肝心なところでは、
言い訳をしてできない自分がいます。
振り返ってみると、それは神様に対しても同じで、
神様の思いと自分の思いだと、神様の思いを押し
のけて、自分の思いが勝ってしまうことが多々あ
るなと思わされました。そういう時は、やはりイ
ライラし、自分の「負のサイクル」に陥ってしまっ
ていると思います。
自分の経験で動くほうが、自分にとっては楽だし、
簡単です。だけど、そうではなくて、神様と一緒
にするということがやっぱり大事だと思わされま
した。それは「祈る」ということだと思います。
何かしようと思ったり、困ったりしたときはもち
ろんですが、それだけでなく、朝のスタート、夜
の振り返りと感謝の祈り、このことを大事にして
いきたいと思います。
「 私の叫びの声を心に留めてください。私の王、私
の神。私はあなたに祈っています。
  【主】よ。朝明けに、私の声を聞いてください。
朝明けに、私はあなたのために備えをし、見張り
をいたします。」（詩５：２～３）

  士 4～ 10　水7金9

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ
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（要約者：行司　佳世）

（９月１１日）

「何に学ぶか？」
                            ～安定パート２～　　へブル人への手紙12：1～3、13：6～9、11：32～40

スモールファミリー

ふるさとミーティング

誕生者のお祝い

　私たちは、人生を安定させるために経験に基づいて行動し
ています。例えば、自分で経験した事がなく初めてのことは、
言葉で…耳で聞いただけ、見ただけでは、安全確実に実行する
ことはできません。ですが無意識のうちに、私たちは、それを
他人にさせようとするのです。自分は一度経験していることで
あれば出来るかもしれません。しかし他人がその行為が初めて
だったらどうでしょう。とくに子どもたちにやってしまいがち
です。「危ないから包丁は使ってはダメ」「危ないから行っては
ダメ」「やってはダメ」とやらせないで「～やったらできるん
だよ。なんでできないんだ！」とできなかったことに対して指
摘します。子どもに対してに限りませんが、このようなことは
ありませんか？だれでも最初は失敗をします。しかしそこから
自分で注意力を得て学ぶのです。私たちは過去の経験に基づい
て自分が正しいと思ったことを他人に押しつけているのです。
これは、最大の癌です。何に学ぶのか？自分の価値観を他人に
押しつけるのはやめましょう。それが正しいかどうかは私たち
には分かりません。聖書に放蕩息子の記事があります ( ルカ１
５章 )。息子 ( 弟 ) は、父親に生前分与で財産の半分を分けて
くれと申し出、それを持って家を出ます。放蕩した結果、全て
を失って、悔い改めて父親のもとに帰ってきます。父親は、死
んだと思っていた息子が帰ってきたと祝宴をひらきます。一方、
父のそばから離れず真面目に働き続けていたもうひとりの息子
( 兄 ) は、遊興三昧で自業自得な弟が許せず、その祝宴の場に
行こうとしません。ふてくされたのです。私たちにも同じよう
なことがないでしょうか。要は、このもうひとりの息子 ( 兄 )
も弟のようにしたかったのです。私たちの心にはいつも「本当
は○○なんだけど ×× な理由でできなかった」という記憶が残
ります。その思いが次の世代に間違って伝わってしまうのです。
過剰になってしまったり、無関心で完全放置になったりします。
自分はどういう行動をとっていますか。
　　　①己の悟りに注意！過去。たくさんの経験と共有
　　私たちにとって危険なことはなんなのか。聖書には己の
悟りに注意しろ、過去に気をつけなさい、沢山の経験を共有し
なさいと書かれています。哲学者のプラトンは、経験を想起と
言いました。プラトンは、さらにギリシャ語でアナムネーシス
と呼んで、過去に経験した物事以外に、神秘的神の表現、真理
認識に至る過程としていました。人間同士の経験だけではなく、
神との経験に基づいて得られるものが経験であり想起であると
述べたのです。しかし次第に、この神との経験がなくなって、
人間がこの豊かな物質の中で経験したことが経験になってし
まったのです。いわゆる「教えの風」です。人間の脳は、人か
ら聞いたことを、あたかも自分が経験したかのように思えるよ
うになっています。神さまは、私たちに「共感」するちからを
与えてくださっています。しかし、プラトンの述べている想起
と経験、共感がズレると私たちは物事の判断を誤ってしまいま
す。では、神さまがいる想起とそうでない想起の違いは何でしょ
う。私たちは、いろいろと神さまがいない経験をします。神さ
まは、その経験に神さまの経験を加えたいと考えています。私
たちは、教会に来て、思い出したくもない過去を掘り下げてい
きます。この過去は、神さま不在の経験だからです。そして、
私たちが経験したことはちゃんと解決されないまま記憶に残っ
ています。これは非常に危険です。解決されない記憶のまま人
と向き合うからです。そうすると議論で人を抑えようとしてし
まいます。自分の解決されていない経験を通して良い・悪いの
判断をして、他人に押しつけてしまうのです。そして言わなけ
ればならない人に「ごめんなさい」が言えません。その行為は
特に親しい人に出ます。私たちもそのようにして育ってきまし
た。私たちは、その間違った価値観から解放されなければいけ
ません。だから私たちがしなければならないのは、己の悟りに
頼らないことです。そして自分がしていること、してしまったっ
ことを「悪」なんだということを受け取ることが大切です。し
かしそれは決して自分を責めるものではありません。私たちが
頼るべきものは聖書です。へブル人への手紙１２：１の始まり
は「こういうわけで」とあります。「こういう」とあるのは、
私たちがお手本として歩めるように聖書には先人の経験が書か
れているからです ( ヘブル１１：３２～４０)。ヘブル１１章の
書き出しは「信仰は望んでいる事がらを保証し、目に見えない
ものを確信させるものです」です。聖書に書かれている先人た
ちは、この書き出しにある信仰をもって生きていました。いつ
も脅かされ、痛みの中を通った人たちです。しかし最後は必ず
抜け出しています。ダビデは「苦しみにあったことは私にとっ

て幸せでした。私はそれであなたのおきてを学びました。( 詩
篇１１９：７１ )」と言っています。パウロも「そればかりで
はなく、患難さえも喜んでいます。それは、患難が忍耐を生み
出し、忍耐が練られた品性を生み出し、練られた品性が希望を
生み出すと知っているからです。( ローマ５：３・４)」と言っ
ています。目の前に起きる問題を恐れてはいけません。聖書は
私たちを責めているのではありません。私たちの過去に経験し
たものが悪である、間違っていると教えてくれているのです。
この間違いに気がついて素直に「ごめんなさい」と悔い改める
と、あとは楽です。しかし、そうさせないものが過去の経験や
記憶です。「責められた」「やられた」と思わせて、悔い改めで
前進させないのです。しかし私たちは、イエスさまの十字架の
贖い、喜び、素晴らしさを知っています。これらのことを知ら
ない旧約時代の先人も前述したことを行ったのです。ですから、
己の悟りや過去に頼らないで、信仰の創始者であり、完成者で
あるイエスから目を離さないでいましょう。
　　　②人の言葉に注意
　聖書の外典に「ペテロ行伝」があります。その中で、ペテロ
は迫害が激化しているローマから殺されることを恐れて逃げよ
うとしていた時、アッピア街道の向こうからイエスさまが向
かってこられるのを目にします。「主よ、どこに行かれるので
すか？ (Quo　vadis　Domine ？ )」と尋ねるとイエスさまは
「もう一度十字架にかけられるためにローマに行くのです」と
答えられて主の幻は消えます。ペテロは深く恥じ入り悔い改め
て、引き返して、最後は逆さ十字架刑で殉教するのです。私た
ちにも、分かっているけど逃げてしまうペテロのような弱さが
あります。でも神さまは、そんな私たちを叱ったり責めたりは
しません。自らがその道を進む姿を見せてくださるのです。私
たちは、このイエスさまの姿から学ばなければいけません。そ
して教会で自分のことを見つめ考えなければいけません。世の
中の神さまを知らない人たちはこのように考えることをしない
ので被害者意識で、いろいろなところで間違った言葉を発しま
す。自分は悪くないという自己義が生じてしまうのです。私た
ちは、その自己義をとらなくてはなりません。だから、この自
己義を生じさせる人の言葉に注意しましょう。
　　　③感情衝動に注意。すべてを失う。
　自己義になった時にとる行動は、感情的な行動です。自分さ
えよければ…と思っている人の行動は感情的衝動にかられたも
のです。昔のお父さんがやっていた「ちゃぶ台返し」のような
もので、すべてを失う、なんの意味もない行為です。私たちは
後悔しないようにしなければいけません。私たちの人格は神様
から与えられたものです。しかし価値観は人から与えられまし
た。この価値観を愛に根ざした価値観に変えていくことが大切
です。私たちは神様に愛されています。「愛されていない」と
いう価値観を捨て去り、神様に「愛されている」ことを受け取
りましょう。愛に根ざした価値観を得ることができれば、感情
的衝動を起こしそうなとき、その価値観によって衝動を抑える
ことができます。
　最後に

　私たちが、安定した生活を送るためにやらなければいけないこ
とは単純です。「己の悟りに頼らない・人の言葉に右往左往しない、
人の言葉に注意する・感情的衝動で動かない」です。私たちは、
これらをすぐにやってしまいます。そして、良いものまで壊して
しまうのです。そしてその壊してしまう最大の良いものはイエス
さまの犠牲です。これが私たちにとって一番もったいないことで
す。私たちの人生のために命までかけてくださった方はイエスさ
まだけです。私たちが間違った道を歩まないように、先に何も言
わずに歩んでくださったのもイエスさまだけです。こんな私たち
のために、十字架の上で語られた言葉は「かれらの罪を赦してく
ださい。彼らは何をしているのか分からないのです」でした。つ
まり、私たちが正しく歩めるように私がそれを背負うと言ったの
です。だから、私たちは本当の自分に戻り、隣の人に良いものを
流し続けなければいけないのです。神さまは、私たちの壊れた部
分の回復を望まれています。イエスさまの思いを知り、イエスさ
まの愛を受け取り、この愛に根ざした価値観をもっていきましょ
う。
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洗礼式
in 渋川海岸

　士師記に入りました。著者はサムエルといわれて
います。この書は「士師たちの活躍した時代」の歴
史を記しています。正確には、ヨシュアの死から最
後の士師サムエルが登場する前夜の出来事までが記
されている。ヨシュア記・士師記・サムエル記・列
王記は、約束の地定着からバビロン捕囚までのイス
ラエルの歴史を一つながりに描いています。内容的
にも、ヨシュア記が 1 人の主人公を中心に描いてい
るのに対し、士師記は複数の士師の活躍を記した長
短様々な記事を 1 つの枠組みの中にまとめる構成を
とっています。士師記には 12 人の士師が出てきま
すが、その出身地を見るオテニエル（ユダ）、エフ
デ（ベニヤミン）、シャムガル（シメオン）、バラク
（ナフタリ）、ギデオン（マナセ）、トラ（イッサカル）、
ヤイル（ガド）、エフタ（ルベン）、イブツァン（ア
シェル）、エロン（ゼブルン）、アブドン（エフライ
ム）、サムソン（ダン）となっています。12 部族で
一まとまりなものとしてとらえようという視点で書
かれています。部族ごとに見るのではなく、イスラ
エル全体の割り当て地を思いながら読み進めていき
ましょう。

牧　一穂　牧　師
岩崎祥誉
行司伝道師
全本みどり
a岩崎まり子
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　１日　淺野愛可
　　　　杉本紗奈恵
　　　　村部稜太
　　　　矯　宇辰
　２日　井上智世里

　２日　那須陽子
　　　　眞砂永一
　　　　小根久保麻由美
　３日　青木容子
　４日　小池暢一

　８日　佐藤仁実
　　　　藤原友規子
　　　　吉野航平
１３日　牧　希穂乃
１４日　ﾘﾝﾀﾞｹｲ・ｻﾌﾞﾘﾅ

１６日　岩崎晃輝
　　　　小林裕美
１７日　小林　茂
　　　　日名拓史
　　　　林　景子

１８日　大嶋妃佐子
　　　　丸井克己　
１９日　富岡　牧
２０日　楢村紗英
　　　　澤口明子

２１日　蓬莱裕美
２４日　守屋寿子
２５日　河合慎吾
　　　　永井千愛
２７日　西嵜達也

２９日　ケルビン
　　　　泉水京子

９月の誕生者


